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論文内容要旨
 脳性麻痺などの痙性麻痺においては,正常では乳児期に一過性にみられやがて消失する原始反
 射が残存することが多い。これは,かがみ込み姿勢などの異常肢位をとる原因となる。痙性麻痺
 の下肢変形に対して1984年以来大腰筋腱延長術を主体とする手術を施行し,術後の3種の原始
 反射,すなわち陽性支持反射,非対物牲緊張性頚反射,Galant反射の変化と歩行能力の改善と
 の関係について,術後3年以上経過したものについて研究を行った。
 対象は,脳性麻痺49例を含む脳障害患者,男性32例,女性23例の計55例である。手術時年
 齢は4～26歳,平均10.8歳,術後経過期間は3年4カ月～8年4カ月,平均5年4カ月である。
 術前,全ての症例に何らかの原始反射がみられ,10歳未満の低年齢群と歩行能力の低い群にお
 いて有意に複数の反射が存在する例が多かった。全症例に大腰筋腱延長術を施行し,その中,適
 応によっては長内転筋,大腿後面の膝屈曲筋群,アキレス腱の延長術を併用した。
 手術施行後,術前にみられた原始反射の変動と歩行能力の変化を解析した。歩行能力は,4段
 階評価を用いたところ,術後には43例,74%に1段階以上の改善が得られた。術直後より,原
 始反射は全症例で減弱したが,評価時には,16例では元に戻り,27例では静的状態でのみよく
 抑制されながらも動的には出現,12例ではなおよく抑制されていた。術後長期間すると,原始
 反射が再び出現する傾向があった。しかし,原始反射の再出現と共に歩行能力が低下した例はな
 かった。
 下肢筋腱延長術によって原始反射が減弱し,その時期に神経発達学的アプローチに基づく理学
 療法を行う結果,歩行パターンが変化し歩行能力が改善されると思われる。さらに,手術により
 末梢の筋力の不均衡が改善した結果,適切な感覚入力が得られ自発運動が増加することにより,
 中枢神経系に何らかの変化をもたらした可能性が示唆された。
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 審査結果の要旨
 脳性麻痺などの一次ニューロン障害によって随意運動の障害のみでなく,四肢の屈曲筋の優位
 な筋痙縮によって特有な変形を生ずることが知られている。この筋痙縮には乳児期に一時的に見
 られる原始反射の残存が伴うもので,立位で股関節および膝関節および膝関節が屈曲したしゃが
 み込み姿勢と,股関節内転の筋痙縮により挟み脚姿勢をとり易い。
 このような脳性麻痺による四肢の痙性麻痺に対し以前から筋腱の延長,あるいは脊髄の手術な
 どにより機能改善の手段が講じられていた。
 著者はこのような症状によって障害されている患者55名を対象として膝屈曲筋腱,足関節に
 おけるアキレス腱延長のみでなく,大腰筋腱延長術を施行し,機能改善の様相を特に起立歩行能
 力と合せて原始的反射の変化を術後平均5年4カ月に亘って観察した。
 歩行能力は4段階評価基準に照らして,術後74%の症例で1段階以上の改善が得られ,術直
 後より足底部の刺激に反応して下肢の筋収縮を起こす陽性支持反射,頭部の異常回旋運動を起こ
 す非対称性緊張性頸反射,および傍脊柱筋の刺激により体幹の側屈が起こるGalant反射のいず
 れもが全症例で減弱を示していた。
 四肢の表在から到達し易い筋腱の延長術と異なり骨盤腔内における腸腰筋の延長術は,外科的
 手技から見ても極めて難しいものであるが,これを術式として完成させ,且つその臨床的,神経
 学的効果を評価した意味で極めて優れた臨床的研究である。尚,長期観察を行うと,55例中16
 例ではこれらの原始反射が元に戻り,27例では軽度ではあったがその出現が誘導されるという
 ことも付随的に観察された。しかし,このように原始反射が再出現したからといって歩行能力が
 低下した症例が無いことも確認された。本手術によって末梢の筋力の不均衡が改善した結果,適
 切な感覚入力が得られ,自発運動が増加することによって中枢神経系に何らかの変化をもたらし
 た可能性が示唆された。
 このように重篤な脳性麻痺により歩行能力の障害された患者に対する手術手技の開発とその評
 価法を確立した意味で,学位論文に相当するものと思われる。
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